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検出されず（ND：Not Detected） 

放射能の測定結果は、一般的に「放射能 XA±標準偏差σ」で表記される。 

試料及びバックグラウンドの放射能の測定には、ゆらぎ（標準偏差）が存在する。 

通常の測定では、試料 Aの放射能濃度 XAは、見かけの放射能濃度 Xからあらかじめ測

定したバックグラウンド値 XBGを引いたものであり（XA＝X－XBG）、このときの標準偏差σ

には、試料 Aのゆらぎと試料 Aを測定したときのバックグラウンドのゆらぎ、更にあら

かじめ測定したバックグランドのゆらぎが含まれる。 

放射能を検出したと判断するためには、有意にバックグラウンドを超える測定値が検

出されたことを示す必要があるが、これらのゆらぎを考慮し、標準偏差σの 3倍以上 

（XA≧3σ）の測定値が検出されれば、99.86％以上の確率で放射能を「検出」したと判

断してよい。 

当技術会の環境放射能調査においては、3σを検出下限値とし、測定結果が 3σ未満 

（XA＜3σ）の場合には「検出されず」と表記している。 

 

検出限界未満（LTD：Less Than Detection Limit） 

試料の放射能が極めて低いレベルにある場合は、試料 Aのゆらぎは、測定器の持つバ

ックグラウンドのゆらぎσbに埋もれるため、標準偏差σは√2σbと近似できる。（環境

放射線モニタリング指針） 

当技術会では、全α放射能・全β放射能については、集塵開始直後は放射能濃度が極

めて低いレベルにあることから、「検出」の判断に 3σではなく、3√2σb を使用してい

る。（XA≧3√2σbの場合、「検出」されたと判断している。） 

よって、「検出されず」（XA＜3σ）と区別し、「検出限界未満」（XA＜3√2σb）と表記し

ている。 

なお、ここでいう「検出限界未満」は、σbにあらかじめ長時間測定したバックグラウ

ンドの値を使用しているため、通常の化学物質の機器分析等における「不検出」の考え

方と同様といえる。 

 

降雨等による自然放射線の変動 

一般に、雨が降ると地表付近の空間線量率は増加する。これは、塵に付着して大気中

を浮遊しているラドン及びトロン（トリウム系列のラドン、220Rn）の崩壊生成物が、雨

と共に地表に降下してくるため、地表付近の放射性核種の濃度が高くなり、空間放射線

の量が増えるためである。一方では、降雨前にすでに存在していた放射性核種からの放

射線が地上表面水の増加により遮へいされるために、空間線量率がむしろ減少する場合

もある。 

 

降下物 

降水及び重力による降下により、地表に沈降する塵をいう。 

気体元素以外の放射性核種は、大気中に放出されると周囲を浮遊する塵に付着する。

したがって、本調査では 1か月毎に採取し放射能測定をしている。 

 

国際原子力機関（IAEA） 

世界平和・健康及び繁栄のため原子力の貢献を促進すること、また、軍事転用されな

いための保障措置を実施することを目的に 1957 年に設立された国際機関である。 
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国際原子力・放射線事象評価尺度（INES） 

国際原子力機関（IAEA）と経済協力開発機構原子力機関（OECD/NEA）が定めた尺度で、

原子力発電所等の事故・トラブルについて、それが安全上どの程度のものかを表す国際

的指標のこと。 

 東京電力福島第一原子力発電所の事故は、チェルノブイリ原子力発電所と同じ、最も

深刻な事故であることを示すレベル 7（放射線影響としてヨウ素 131 と等価となるよう

に換算した値として数万テラベクレル（1016Bq オーダーを超える値に相当する））と評価

されている。 

 

国際放射線防護委員会（ICRP） 

専門家の立場から放射線防護に関する勧告を行う国際組織。 

放射線防護の基本は、この国際放射線防護委員会によって国際的視野で考察され、ま

た絶えず検討されている。国際放射線防護委員会の見解は、世界的に権威あるものと認

められ、各国の放射線防護に関する基準や勧告はほとんど全てこれに基づいている。日

本でも、関係法令は全て、国際放射線防護委員会の勧告、報告の精神と数値を原則的に

受け入れて制定されている。 

 

（原子放射線の影響に関する）国連科学委員会（UNSCEAR） 

1955 年の国連総会で設立された国連の委員会で、加盟国が任命した科学分野の専門家

で構成されている組織。 

電離放射線による被ばく線量とその影響を評価し報告することが役割となっている。

世界各国の政府と関連する組織が、放射線リスクの評価と防護措置を定めるための科学

的根拠として、UNSCEAR の解析結果を活用している。 

 

コバルト 60（
60
Co） 

原子番号 27、質量数 33 の放射性核種。半減期 5.3 年で崩壊する。原子炉の金属材料

中に存在する安定核種のコバルト 59 が中性子を吸収することにより生成する。体内に

取り込まれると、肝臓、膵臓、下部消化器等に集積される。放射線源として、非破壊検

査や食品の殺菌、植物の品種改良、医療用としても用いられる。 

 

 

〔サ行〕 
 

G(E)関数荷重演算方式 

 NaI シンチレーション検出器は、そのままの状態では放射線のエネルギーの大きさに

よって入力に対する応答が異なる。この性質のことをエネルギー特性といい、実際の測

定器では G(E)関数を使用した電子回路によって補償されている。 

 NaI シンチレーション検出器による線量率の計算では、放射線のエネルギーの大小に

よって線量への寄与が異なることから、エネルギーごとに出力の重み付けをし、それら

を合算して線量率を得ている。この方式を G(E)関数荷重演算方式と呼んでおり、この重

み付けの役割を果たすのが G(E)関数である。 

 

実効線量 

放射線の照射が人体に与える影響度は、照射される部位（組織や臓器）によって大き

く異なる。このことを考慮に入れて、身体の各組織が受けた線量（等価線量）にそれぞ

れ定められた加重係数（組織加重係数）を乗じて合計したものを実効線量という。実効

線量は、確率的影響のリスクを全身を対象として考慮するために用いる。 

単位はシーベルト（Sv）で表す。 
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実効線量係数 

摂取した放射性物質の量（放射性核種ごとの放射能）と組織や臓器が受ける線量の大

きさとの関係が分かれば、放射性物質の量に対応した被ばく線量を計算することができ

る。この摂取した放射性物質の量と被ばく線量の関係を表す係数を実効線量係数といい、

単位は Sv/Bq（1Bq を経口又は吸入により摂取した場合の預託実効線量）で表す。 

 

自然放射性核種（天然放射性核種） 

放射性核種のうち、天然に存在するもの。地球ができたときから存在しているものや

自然に常に生成しているものがある。主なものに、人間の体内や動植物中等多くの場所

に存在するカリウム 40 や、岩石等に多く含まれるラジウムの崩壊によって生成するラ

ドン等があげられる。 

 

自然放射線 

自然環境に存在する放射線。大地や生物に含まれる自然放射性核種や宇宙線に起因す

る放射線のこと。自然放射線によって人体が受ける線量値は、日本平均で約 2.1 ミリシ

ーベルト／年（世界平均 約 2.4 ミリシーベルト）と言われている。 

 

指標生物 

放射性物質の生体濃縮の速度や度合いが大きく、かつ、その地域で容易に採取できる

生物が存在すれば、その放射能監視を行うことが環境のレベルの変動を迅速に把握する

上で簡便かつ有効な場合がある。このような生物をいい、通常食用に供さないか、ある

いは食物連鎖へのつながりが少ないと考えられる生物であってもよく、陸上では松葉、

ヨモギ等、海洋ではホンダワラ、カジメ等が知られている。 

 

シーベルト（Sv） 

実効線量や等価線量等、放射線の人体への影響を表す単位。 

ミリシーベルト（mSv）は、シーベルトの千分の一である｡ 

 

10 分間平均値（線量率） 
10 分間当たりの空間放射線量の平均をいう。実際の測定は、2分間隔で実施している

ため、継続した 5回分を平均して算出している。 
 

シリコン半導体検出器 

放射線とシリコン結晶との相互作用により二次電子が発生する。この二次電子の電離

作用によって電子正孔対が生成され、高電圧を印加することによって陽極と陰極に集荷

して電流が流れる。信号はパルスとして出力され、換算係数を乗ずることによって線量

率を算出する。電離箱と同等の測定原理を有するため、「固体電離箱」とも呼ばれる。 

 

ストロンチウム 90（
90
Sr） 

原子番号 38、質量数 90 の放射性核種。半減期 28.7 年で崩壊してイットリウム 90（半

減期 64.1 時間）という放射性核種になる。化学的にはアルカリ土類金属に属するため、

環境では同じ族の元素であるカルシウム等と同様の挙動をし、生物体内の骨に沈着しや

すい。過去の核爆発実験等で環境中に大量に放出され、半減期が長いことから現在でも

全国的に検出されている。 

 

 

 


